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専用機関車に付け換えたり，ある場合には交流，直流区聞いず 範囲を広く取るとともに，並列ノッチの底抗段における連続運

れをも運転できるいわゆる交直流電気機関車を使用したりする。 転を可能としたことなどである。そのほか駆動装置は l 台の主

前者の方式を地上切鎮方式と~ ，~、 ， 後者の方式を車上切換方式 電動機で 2 軸を同時に叡動させるため，主電動機は台車の中央

と L う。 地上切換方式では機関車の付換地点の架線電流が地上 に取り付けられ，小歯車から中間歯車を介して，前後の大歯車

操作で交流，直流L 、ずれにも転換でき，車上VJ換方式では架線 に伝達されるようになっている。このため，けん引を伝える心

の交直流緩合点を交直流電気機関車が通過するときに車上でこ ざら(皿)は通常の機関車と異なり横ばりに設けられている。

の車両を片方の方式から他方の方式に切り換えることになる。

現在， 黒磯が地上切換方式によ っており ， 門司 ・藤代・ 田村は

車上旬J換方式を行な っているため，こ の地点を通過する電気機

関車は， 交直流電気機関)1-; である。

〔交直流電気機関車の機能〕

交[丘流電気機関車は速度制御上の要求から ， 直流機関車に主

変陀?:'iと整流器をとうーl正し，交位変換装置を付加した形態がと

られるが， 通常の構造では重盈の.li'l加が大きく. F形の場合車

体長が長くなりすぎることが多しので，軽量化，小形化に特殊

の配!替が必要となる。

すなわち，許符重量，粘着力所要出力の比率，小形軽量化の

要求などの点から ， わが国の場合 1 台車 I 電動機方式が迎合 し

た形体となる。交直流車両の問題点としては，その他交直切換

セクンノ ョ ンで簡幼な操作で回路を安全，確実に転換する方式の

構成 ， 県電Æ区間への官進保護 . ji!，j区間でのパ γ タグラ フ集電

問題と操作方法などがあり ， しずれも仙山線・北九州 ・ 常磐線

などの長期にわたる級験を経てø:次改善されたものである。

交直流電気機関車は前述のように，直流機関TII に交流専用機

器の主変圧器 ・ 主整流装債および交直流転換穏をとう載するた

め，線区によっては交流区間で全出力を必要としなし、場合があ

り，このときには交流専用機擦の脅量は小さくして経済的な考

I琶をはかっている。

〔わが国の交直流電気機関車〕

(1) ED 92 形電気後関車

常磐線における旅客専用機として 1 両だけ試作されたもので，

わが国経初の交直流機関車である。昭和 34 .8 に完成 L. 最初

ED461 といっていたが，後に ED921 と改称された。この機関

車の最大の特徴は，通常電く， かっ大形になりがちな交直[山j用

機を旅客専用としての負荷条件を検討し，極力容量の逓減を行

なったほか. 1 台車 l 電動機式の採用など各市店の小形軽量化に

努力し. 4 動車由機関車にまとめあげた点にある。!整流装置は水

銀整流器が用いられてし‘るが， この機関車では交流を直流に直

すだけでなく ， 直流区間運転中に暖房用交流電源、を得るため ，

直流から交流に直す逆変換装置(イ γパータ)としても使用し

軽量化をはかっている。

(2) EF80 形・気後関車

常磐線における客貨両用の機関車として製作された。この機

関車は先に述べた ED921 を母形とし，粘着重量その他から

D形を F形にする とともに，水銀整流器をホ γ リコン整流器に

置き換えた形体をとり，交直両区間で全出力をもっ最初の本格

的な交直流機関車である。傍造上のおもな特徴としては. (η 

軽量化対策として主変圧器 ・ 、/リコ γ整流器などの交流部品も

できるだけ小形化し，また強制通風式主低抗器の採用，駆動方

式に l 台車 l 電動機式をとったこと。(イ) 電気暖房は，交流区

間では主変圧器の暖房巻線からとるが，直流区間の暖房用交流

電源を得るため，電気暖房用電動発電機をとう載した。(妨

ンタグラフは交流区間では l 個て'十分なため，交流区間に入る

と同時に自動的に前方のパンタグラフ断路器が開放される。(エ)

また軽量化に伴う l 台車 1 電動機方式は，主電動担軽が 3 個のた

め直並列運転ができず，速度選択が不自由となるので界磁制御

写真ー1 EF80 形交直流電気機関車

(3) EF 30 形電気相世間車

下関・門司問の交直接続用と して製作されたもので，交直セ

クン〆ョンが門司側に設けられたので， 交流区間の運転は短いが，

íbi.流区間では関門ずい道内 22%0 こう配重述 120t けん引を必要

とすることから直流全出力， 交流部分出力の交直流機関車で. 1 

号機はH日和 35 ・ 3 完成した。 この機関車は，可とう(携)歯車継

手を使った 1 台車 1 電動機式の動力伝達袋置. 3 個の主電動機

聞をづ 1張稼でえJj結して，最後の台車から車体に力を伝えるトラ

クショ γパ一方式，ずい道内の極分や気中の極分による腐食対

策として，車体外板その他外部構造物にステンレススチーノレを

使用している点などに特徴がある。整流装置にはシリコ γ聖主流

店tが用い られている。

写真ー2 EF30 形交直流電気機関車

(4) ED30 形電気後関車

米原 ・田村間交直接続専用の小出力交直流俊関車で，主電動

機などに古い直流機関車の部品を用いるとともに，交流部品に

は交直流電車のものをできるだけ共用している。この機関車は，

短い区間の機織(はたおり)運転が便利なように中央運転台式と

な っ て L 、る。
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